
個性が光る街と産業
千葉県北西部の東葛６市

　
千
葉
県
北
西
部
で
肩
を
寄
せ
合
う
我
孫
子
、
柏
、
鎌
ケ
谷
、
流
山
、
野
田
、
松
戸
の
６
市
。
東
京
都
内
に

通
勤
・
通
学
す
る
住
民
、
い
わ
ゆ
る
千
葉
都
民
が
住
む
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
顔
を
持
つ
一
方
、
明
治

の
文
人
が
住
ん
だ
旧
宅
や
、
昭
和
初
期
に
建
造
さ
れ
た
し
ょ
う
ゆ
の
醸
造
蔵
が
現
存
す
る
な
ど
、
重
要
な
歴

史
資
源
も
数
多
く
存
在
す
る
。
新
旧
二
つ
の
顔
を
併
せ
持
つ
街
と
し
て
発
展
を
続
け
る
東
葛
６
市
。
そ
れ
ぞ

れ
経
済
施
策
や
観
光
資
源
の
活
用
を
通
じ
て
、
街
と
経
済
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
る
。
各
市
の
経
済
施
策
や

観
光
資
源
な
ど
を
紹
介
す
る
。

「
北
の
鎌
倉
」
観
光
に
力
我
孫
子
市

柏市内に建設された
千葉大学の植物工場

Ｊ
Ｒ
我
孫
子
駅
前
に
設
置
し
た

我
孫
子
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
シ
ル
ベ
」

減
Ｃ
Ｏ
２
大
作
戦
展
開
中
松
戸
市

減
Ｃ
Ｏ
２
宣
言
事
業
所

に
配
る
ス
テ
ッ
カ
ー

４月に一般公開を開始したキッ
コーマン食品の御用醤油醸造所

再開発が進む新鎌ケ谷駅前地区

学
研
都
市
へ
進
化
途
上
柏
市

企
業
誘
致
を
本
格
化
鎌
ケ
谷
市

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
活
性
化
流
山
市

地
域
資
源
で
攻
勢
野
田
市
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流
山
市
の
共
通
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド

「
な
が
ぽ
ん
」

　
流
山
市
で
は
、
流
山
商
業

協
同
組
合
が
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
「
ス
イ
カ
」
「
パ
ス

モ
」
を
活
用
し
た
全
市
共
通

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
導
入
。
レ
ジ
袋

を
使
わ
な
い
買
い

物
客
に
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
な
ど

独
自
の
サ
ー
ビ
ス

で
魅
力
を
高
め
て

い
る
ほ
か
、
今
後

は
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置

助
成
金
や
敬
老
の
祝
い
金
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

ポ
イ
ン
ト
制
度
を
結
び
つ

け
、
利
用
を
促
進
す
る
考
え

だ
。

　

年
の
Ｔ
Ｘ
開
業
で
流
山

市
に
は
三
つ
の
駅
が
誕
生
。

多
く
の
住
民
が
移
り
住
み
、

街
に
若
々
し
い
力
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
半
面
、
都
心
と

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
た
こ

と
で
都
市
間
の
競
争
が
激

化
。
消
費
購
買
力
の
流
出
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
導
入
は
、
市
内
の

商
業
活
性
化
の
切
り
札
と
し

て
、
大
き
な
期
待
を
担
っ
て

い
る
。

※各市のデータ ７月１日現在の常住人口、面積、市長名

　
武
者
小
路
実
篤
や
志
賀
直

哉
な
ど
大
正
・
昭
和
に
活
躍

し
た
「
白
樺
派
」
の
文
人
が

居
を
構
え
、
「
北
の
鎌
倉
」

と
称
さ
れ
た
我
孫
子
市
。
現

在
も
居
の
跡
地
に
碑
を
建
て

た
り
、
白
樺
文
学
館
を
設
け

た
り
な
ど
観
光
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
９
月
、
市
制

周
年
の
節
目
を
記
念
し
、

我
孫
子
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
シ
ル

ベ
」
を
Ｊ
Ｒ
我
孫
子
駅
前
に

開
設
し
た
。
文
化
財
や
手
賀

沼
な
ど
の
市
を
代
表
す
る
観

光
情
報
や
、
行
政
情
報
を
発

信
。
市
の
名
菓
な
ど
を
認
定

し
た

我
孫
子
ふ
る
さ
と
産

品

の
展
示
や
、
企
画
展
も

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

音
楽
ラ
イ
ブ
も
開
け
る
構
造

の
施
設
は
、
高

さ
３
×
幅

の
ガ
ラ
ス
面
を

前
面
に
施
す
な

ど
「
我
孫
子
市

の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
」

市
商
工

観
光
課

の
役

割
も
果
た
し
て

い
る
。

　
１
月
に
、
開

館
４
カ
月
弱
で

来
場
者
数
１
万

人
を
達
成
し
た

ア
ビ
シ
ル
ベ
。

我
孫
子
を
訪
れ

る
観
光
客
数
の

一
段
の
増
加
に

向
け
て
、
情
報

発
信
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
柏
市
で
は
、
市
中
央
部
の

Ｊ
Ｒ
柏
駅
か
ら
北
西
約
４

、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

Ｔ
Ｘ

柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ

ス
駅
の
周
辺
エ
リ
ア
の
開
発

が
進
む
。
同
エ
リ
ア
は
東
京

大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ

め
多
く
の
学
術
研
究
機
関
が

存
在
。
三
井
不
動
産
な
ど
民

間
企
業
や
地
域
住
民
と
の
連

携
に
よ
り
、
新
し
い
街
づ
く

り
を
目
指
す
。

　
今
年
６
月
に
は
千
葉
大
学

柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
国

内
最
大
規
模
と
な
る
植
物
工

場
が
誕
生
。
さ
ら
に
駅
西
口

に
は
今
後
３
年
間
で
、
東
大

の
総
合
研
究
棟
「
フ
ュ
ー
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
や
、
最
先

端
の
環
境
技
術
を
取
り
入
れ

た
商
業
・
オ
フ
ィ
ス
棟
や
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
相
次

い
で
完
成
す
る
予
定
だ
。
東

葛
地
域
を
代
表
す
る
商
業
都

市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
柏

市
は
、
世
界
に
都
市
の
未
来

像
を
発
信
す
る
実
験
場
と

し
て
、
進
化
を
遂
げ
つ
つ
あ

る
。

　
千
葉
県
最
北
部
に
位
置
す

る
野
田
市
。
し
ょ
う
ゆ
の
一

大
生
産
地
と
し
て
名
を
は

せ
、
現
在
も
し
ょ
う
ゆ
工
場

が
立
ち
並
ぶ
。

　
こ
こ
で

年
以
上
、
し
ょ

う
ゆ
を
製
造
す
る
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
食
品
は
４
月
に
「
御
用

醤
油
醸
造
所
」
の
一
般
公
開

を
始
め
た
。
１
９
３
９
年

昭

、
宮
内
省

現
宮

内
庁

へ
納
め
る
し
ょ
う
ゆ

を
醸
造
す
る
た
め
に
建
設
し

た
同
醸
造
所
は
、
建
物
の
老

朽
化
と
醸
造
技
術
や
、
当
時

の
製
造
設
備
の
保
存
・
継
承

の
た
め
同
社
野
田
工
場
内
に

移
築
し
た
。
予
約
制
の
見
学

コ
ー
ス
を
設
け
て
、
木
お
け

内
で
も
ろ
み
が
熟
成
す
る
様

子
な
ど
を
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
枝
豆
や
米
な
ど
農
産
物
の

生
産
も
盛
ん
な
野
田
市
。
昨

年
９
月
、
有
機
日
本
農
林
規

格

Ｊ
Ａ
Ｓ

に
よ
り
国
際

規
格
を
取
得
し
た
市
内
産
農

産
物
な
ど
を
「
野
田
市
ブ
ラ

ン
ド
農
産
物
」
に
認
定
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
販
路

拡
大
や
生
産
推
進
な
ど
を
図

る
の
が
狙
い
だ
。

　
３
月
ま
で
に

件
の
作
物

を
認
定
し
、
「
自
信
を
持
っ

て
販
売
で
き
る
」
と
生
産
者

か
ら
の
声
が
あ
る
ほ
か
、

「
市
認
定
だ
か
ら
安
心
し
て

買
え
る
」
と
消
費
者
に
も
好

評
だ
。
認
定
農
産
物
は
、
市

直
営
の
農
産
物
直
売
所
の

「
野
田
ゆ
め
あ
ぐ
り
」
を
中

心
に
販
売
し
て
い
る
。

　
東
京
都
心
か
ら

圏

内
に
あ
り
な
が
ら
、
７
月
現

在
の
常
住
人
口
は

万
人
超

で
東
葛
６
市
中
最
少
の
鎌
ケ

谷
市
。
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
２
軍
本
拠
地
の

誘
致
や
新
鎌
ケ
谷
駅
周
辺

の
再
開
発
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

業
を
主
な
産
業
と
し
て
い

る
。

　
東
京
都
心
に
近
い
地
の
利

を
生
か
し
て
企
業
を
呼
び
込

も
う
と
、
市
は
２
０
１
０
年

度
末
に
「
企
業
誘
致
基
本
方

針
」
を
策
定
。
具
体
的
な
誘

致
地
区
策
定
に
向
け
た
事
前

調
整
に
着
手
し
て
い
る
。
来

年
度
に
は
誘
致
委
員
会
を
設

置
し
て
、
よ
り
本
格
的
な
誘

致
相
談
を
始
め
る
予
定
だ
。

　
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で

は
液
状
化
な
ど
大
き
な
被
害

も
な
か
っ
た
。
立
地
条
件
の

良
さ
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

に
し
て
、
主
に
中
小
企
業
を

呼
び
込
む
計
画
。
「
誘
致
を

通
じ
て
、
鎌
ケ
谷
の
代
名
詞

と
な
る
業
種
を
育
て
て
い
き

た
い
」

同
市
担
当
者

と

し
て
い
る
。

　
江
戸
幕
府
最
後
の
将
軍
、

徳
川
慶
喜
の
弟
で
あ
る
徳
川

昭
武
が
建
て
た
戸
定
邸
を
擁

す
る
松
戸
市
。
ほ
か
に
も

世
紀
の
森
と
広
場
な
ど
全
国

か
ら
見
学
者
が
訪
れ
る
観
光

資
源
を
有
す
る
。
常
住
人
口

は
７
月
時
点
で

万
人
超
と

東
葛
６
市
の
中
で
最
大
だ
。

　
松
戸
市
は
２
０
０
９
年
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減

に
取
り
組
む
「
減
Ｃ
Ｏ
２

げ
ん
こ
つ

大

作
戦
」
を
ス
タ
ー

ト
。
家
庭
、
産
業

部
門
が
一
体
で
削

減
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
地
域
の
子
ど
も

や
老
人
と
共
同
で

万
本
植
樹
計
画

を
実
施
す
る
ほ

か
、
積
極
的
に
省

エ
ネ
に
取
り
組
む
市
内
の
事

業
所
を
登
録
す
る
「
減
Ｃ
Ｏ

２
宣
言
事
業
所
制
度
」
を
設

け
て
い
る
。
７
月
現
在
で

の
市
内
事
業
所
が
宣
言
し
て

い
る
。

　
市
は
市
民
全
体
に
作
戦
を

浸
透
さ
せ
よ
う
と
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ン
グ
を
制
作
す
る
な

ど
Ｐ
Ｒ
を
徹
底
。
「
老
若
男

女
や
個
人
、
企
業
を
問
わ
ず

全
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
大
作
戦
の
強
み
」
と
担
当

者
は
話
す
。

　

年
度
ま
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
短
期
削
減
目
標
は
１
９

９
０
年
度
比
で
６
％
。

年

度
に
同
３
割
削
減
を
、

年

度
に
は
同
７
割
の
削
減
を
目

指
す
。
担
当
者
は
「
削
減
目

標
は
少
し
厳
し
く
設
定
し
た

が
、
達
成
で
き
る
ま
で
作
戦

を
続
け
る
」
と
し
て
い
る
。


